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石田茂富（岐阜女子大学大学院 通信課程休学中）

遺品の中からの地域資料採掘

「デジタルアーカイブ化への前工程を、地域の人たちと協働する」の中間報告。



自己紹介

石田茂富（イシダモトム）

1961年、東京生まれ。大学では、教育社会学を学ぶ。

1985年、広告会社に就職、広告制作や組織マネジを35年

2020年、早期退職して、父母祖父母の大量の遺品整理に着手。

（所在地は東京池袋と愛知県岡崎。２地域居住へ）

2021年、遺品整理に役立てるため、

 岐阜女子大大学院のデジテルアーカイブコースへ。

 ２年留年ののち、現在２年間の休学中。



１・遺品整理とは、何をしているのか。
どう進めようとしてきたのか。

２・行き詰まる。ある日玄関から転機が。

３・いきなり利活用から入る、への転換。

４・これからどうする？
アウトプット目標と、大雑把な計画。

５・いま感じている課題。

きょうのアウトライン
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もともと蒐集癖のあった、郷土研究家
（かつ、博物館人・仏教考古学者）

石田茂作の遺品群
（1894-1977）

遺言的な著作の中で

「郷里の家を保存し、蒐集品を地域の研究者のために公開する

郷土資料館にしたい」と、祖父

「資料館は無理でも、デジタル資料館なら…」と、私

45年後

2020年から着手。翌年、岐阜女子大学大学院 通信課程 デジタルアーカイブ専攻へ…



漠然とした遺品整理イメージ

「段ボールをコツコツ開いていけば

そのうちに…」
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①遺品を整理して、

②デジタル化して、メタデータ付けて

③アーカイブ公開して、

④地域研究者に利活用してもらう
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（かつ、博物館人・仏教考古学者）

石田茂作の遺品群
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郷土資料
（２０項目に分類された蒐集品）

書画、陶磁、茶道具
岡崎趣味会、矢作橋、地域伝説…

築180年の旧宅とモニュメント
（祖先ゆかりの家を残したい）

仏壇と親戚祭祀記録、民具
百年前の教科書ノート、郵便関連品

考古学者/博物館人としての
書籍・論文や

研究資料やノート
蒐集品や著作物や交友関連品

未出版書籍

もともと蒐集癖のあった、郷土研究家
（かつ、博物館人・仏教考古学者）

石田茂作の遺品群
（1894-1977）

父の遺品

親族の遺品

東京

愛知
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転機
ある日、ピンポンが鳴る。どちら様？

矢作橋の研究家
（愛知県職員）

宮川洋一さん

矢作地域の歴史研究家
（作家・主婦）

三田村ちはるさん

このお宅を
壊さないで
欲しいのです…

矢作橋の
普請資料を
お持ちですか？



研究テーマを持っておられる方々とのご縁
求められる資料を遺品から探し、見せ、整理

矢作橋の研究家
（愛知県庁職員）

宮川洋一さん

矢作地区の浄瑠璃姫伝説をテーマに
（作家）

三田村ちはるさん

地方史研究会会長
（大学講師）

嶋村博さん

岡崎地方史研究家
（元中学教員）

原田平さん

岡崎の古美術研究家、蒐集家
（元古美術商）

小野宗芳・裕子さん夫妻

歴史探究家・YouTuber
（会社員）

坂本純二さん

宗徧行正流家元
（茶道家）

鈴木泰道さん

郵便局研究家
（コミュニティ誌ライター）

宮本真理子さん
内藤昌康さん

名古屋工業大学教授
（水文学・年代測定）

庄建治朗さん

岡崎市美術博物館
（学芸員）

湯谷翔悟さん

岡崎市美術博物館
（学芸員）

伊藤久美子さん 山下葵さん
井原凜さん 安本翔音さん

三河武士の館・家康館
（学芸員）

本多葵美子さん



宗徧行正流家元
鈴木泰道さん
↓↑
宗徧流関連資料

岡崎地方史研究会

嶋村博会長
↓↑
岡崎趣味会資料

岡崎市美術博物館

学芸員のみなさん
↓↑
保管部屋単位で

資料開封と記録

元古美術商の
小野夫妻他
↓↑
浮世絵関連
郷土歌人俳人
関連資料

郵便局研究家
内藤夫妻
↓↑
曽祖父の家業
郵便局関連資料

宮川洋一さん
↓↑
矢作橋関連資料

研究テーマを持っておられる方々とのご縁
求められる資料を遺品から探し、見せ、整理



著作リストは、国会図書館のデジコレと照合

2022年5月19日から個人でも
ネット利用できるようになり、劇的に状況改善！

公開リンクを
スプレッドシートに



著作以外の資料リストは、岡崎市美術博物館のフォーマットで作成



Google Photo で写真共有。教わった情報、調べた情報を、「情報」欄にメモしていく。

Google Photo で中間プロセスを共有する

「情報」欄にメモや翻刻
※検索できないのが残念

日単位、テーマ単位で
アルバムをつくって保管、共有
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遺品整理の「中間点」としての

＜私的ご先祖様展 石田ファミリー版＞

※島田美術館（熊本県）の「私的ご先祖様展」がとてもとても魅力的だったので、
 同館のみなさんのお許しをいただいて、ほぼ同企画のプライベート展を計画することにしました。

 参考 2018.10-11 「御先祖さま展」＠島田美術館 / 2023.10 「私的ご先祖様展＃２」＠島田美術館

親族祖先の遺品や関連地域資料を、旧宅に展示&GooglePhoto公開してみる



今後の進捗イメージ

2026

2027

2028

2029

2030

維持コストを賄う収入の道を
考えてトライ＆エラーを重ねる

資料整理や保存や記録のプロセス
に希望者が参加できるようにする

1月 D.A.学会研究大会「地域アーカイブ部会」企画セッションで報告

東京にある研究者時代の資料や
書籍や収集品の整理に着手する

7月 石田茂作没後50周年「私的ご先祖様展」（一般公開版）

7月 石田茂作五十回忌「私的ご先祖様展」（石田茂作旧宅：近親と近隣に公開）
9月 Google Photoアルバム版「私的ご先祖様展」テスト公開（卒業制作も兼ねて）
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１・個人蔵品をネット公開することへの抵抗感（とくに防犯面）

２・個人情報を含む地域資料の扱い。廃棄か、非公開で保存か。

３・寄贈や寄託のメリットと、自家所蔵のメリットと。

資料を手放した旧宅、資料を残した旧宅、どう違う？

４・維持コストを賄う収入の道はあるか。なんとかしないと。

いま感じている課題

とくに、ネガティブな情報を含むものの扱い

「周囲の協力者にだけ公開」のままでいい？

高野山の宿坊で聞いた「宿泊いただいたお代をお寺の保存修理に」

５・ありがたいGoogleインフラ。重度依存でスイッチしづらい…



ご清聴ありがとうございます。

ご意見、ご助言を
いただければ、うれしいです。

（常時SOS中）
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